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令和６年度流域下水道事業会計決算の概要

①収益的収入:対前年度比4.9％増の136億67百万円

市町負担金:前年度精算額の増による増
他会計補助金:雨水処理費等の増による増
⾧期前受金戻入:減価償却費の増による増

②収益的支出:対前年度比3.8％増の136億20百万円

維持管理費:諸物価高騰による委託料の増
減価償却費:供用開始資産の増による増

（注）維持管理費:委託料、修繕費、動力費、薬品費等の合計額

主な要因

主な要因

収益的収支 ４７百万円の黒字［２年ぶりの黒字］
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〔収益的収支（税抜）〕 (単位:百万円、千㎥)
令和６年度 令和５年度

(A) (B)
① 13,667 13,028 639

維 持 管 理 負 担 金 6,675 6,474 201
他 会 計 補 助 金 1,445 1,266 179
⾧ 期 前 受 金 戻 入 5,502 5,258 244
そ の 他 45 30 15

② 13,620 13,122 498
人 件 費 239 218 21
維 持 管 理 費 6,268 6,124 144
減 価 償 却 費 6,664 6,323 341
資 産 減 耗 費 121 121 0
営 業 外 費 用 328 336 △ 8

③ 47 △ 94 141
110,924 111,605 △ 681【参考】処理水量

収 益 的 収 入

収 益 的 支 出

収益的収支差引 ①－②

項目 差（A)－(B)
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令和６年度流域下水道事業会計決算の概要

資本的収支 602百万円の収支差引不足［収支差引不足額は損益勘定留保資金等で補てん］

〔資本的収支（税込）〕 (単位:百万円)
令和６年度 令和５年度

(A) (B)
① 7,579 9,390 △ 1,811

企 業 債 3,219 3,338 △ 119
出 資 金 269 484 △ 215
市 町 建 設 負 担 金 1,226 1,384 △ 158
国 庫 補 助 金 2,865 4,184 △ 1,319

② 8,181 11,892 △ 3,711
建 設 改 良 費 4,881 8,798 △ 3,917
企 業 債 償 還 金 3,300 3,094 206

③ △ 602 △ 2,502 1,900資本的収支差引 ①－②

項目 差（A)－(B)

資 本 的 収 入

資 本 的 支 出
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令和６年度の流域下水道事業の取組状況について
雨水対策（いろは呑龍トンネル）
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公共下水道接続施設（前小川）
管渠敷設（泥濃式推進工）

※主なものを抜粋

公共下水道の雨水を呑龍トンネルに
取り込むための接続管渠を推進工法にて実施
（R7.4にいろは呑龍トンネル南幹線へ接続完了)
今後、流入ゲート、接続人孔の築造などの
工事を実施

工事中
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令和６年度の流域下水道事業の取組状況について
施設増設
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※主なものを抜粋

出典：株式会社タクマHP 事業紹介
（上向流移床型砂ろ過装置（ユニフロサンドフィルタ））

URL：https://www.takuma.co.jp/business/water/kodo/unifuro.html

能力増強完了（3池／8池）
約1.5万m3／日処理能力増強
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開削区間の敷設完了（約54m）
今後、残るさや管挿入部の
管布設を推進

竣工

工事中
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令和６年度の流域下水道事業の取組状況について
改築更新
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※主なものを抜粋
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既設ろ過器の撤去・設置盤面の整備完了
今後、現在機器製作中のろ過器を設置予定

耐震壁の整備により
地震時の安全度を向上

基礎版の築造完了
今後、発電機・補機を盤上に設置
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竣工

工事中工事中


